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	骨性癒着と歯根破折が生じた上顎側切歯を抜歯後にインプラントを行った1症例
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	An implant case after extraction of a fractured tooth followed by root ankylosis.
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	〈症例の概要〉

初診年月日：平成17年7月2日

年齢、性別：40歳、男性

主訴：前歯が折れたが、他の歯を削らずに治したい

初診時歯式：　7654321　1　34567

　　　　　　7654321　1234567

術後歯式：　　7654321　1▲34567

　　　　　　7654321　1234567

	〈発表理由〉

前歯部のインプラントを希望されている患者さんは、歯肉・歯冠の治療結果の外観が、天然歯のそれと同じになるものだと考えている。しかしながら、インプラント位置、方向、深度、アバットメントの選択そして軟組織の取り扱い等に治療結果が影響されるため、患者さんの希望を考えると、最も難易度の高い部位といえる。今回、過去の外傷による歯の脱臼が原因で骨性癒着を起こした歯が保存不能となり、インプラントによる補綴処置を行った前歯部の症例を発表する。骨性癒着を起こした根の抜去は困難な場合が多く、周辺骨の削除が多かった場合のインプラント治療に関しては、予想される治療方法の選択肢がいくつかあり、患者に十分に説明する必要があると思われる。本患者さんにはそれに関して十分な説明を行った。幸い、最小限の骨の削除で歯根を除去でき、インプラントの適正位置への埋入は比較的容易であったが、歯間乳頭の再生に関しては、満足のいく結果を得られたとは言えなかった。本症を通しての私の疑問点、問題点に関して、先生方からご教授いただければ幸いである。

	〈症例の特徴〉

1、歯根が骨性癒着し破損していた。

2、インプラントに隣接する歯の歯冠乳頭の形状とポケット値は正常であった。

3、隣接する1番は失活歯で変色歯し、前方に捻転歯、転位していた。

	〈処置内容とその根拠〉

犬歯を削りたくないとの患者さんの希望により、インプラント治療を選択したが、転位および変色のある隣接歯（１番）はメタルボンドによる補綴処置をおこなった。

骨性癒着を起こしている歯根を周囲の骨を損傷しないように慎重に抜去し、粘膜の治癒をまった。その際、歯冠の基底部を半円状に形成して抜歯窩にわずかに挿入して、隣接歯と接着し、自然な歯間乳頭が形成されるように配慮した。抜歯2ヶ月半後に、Xiveインプラント（直径3.8ｍｍ、長さ13ｍｍ）を埋入した。頬側に生じた開窓状の骨欠損に対してはβ-TCP顆粒（オスフェリオン）を填塞しスレッド表面の骨の再生を図った。およそ3ヶ月後の２次オペ時にヒーリングアバットメントを装着し、粘膜治癒後にインプラントレベルでの印象を行った。作製されたアバットメント上にプロビジョナル・レストレーションを装着し２ヶ月間、歯肉レベルが落着くのを待った。２次オペからおよそ３ヶ月後に上部構造を装着したが、１番との間の歯間乳頭の再生は不十分であった。その対応としては隣接歯のエクストルージョンがあるが、患者さんが外観に満足されているのと、時間的な問題もあり、同処置は行わなかった。（付記：半年が経過したが、若干のクリーピングによる歯間乳頭形態の改善が確認されている。）
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